
社会保険庁をめぐる不祥事案等に関する調査報告書概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

   

 

○経理課予算班担当者、各課

庶務担当者、前回調査関係

者の責任を問う 
 
 
 

○監修料の受取禁止 
○幹部職員等の給与の自主返

納（１６年１０月以降） 
申出総額：約１億５千万円 

 

○渡邉元課長：懲戒免職      ○届出用紙等印刷システム担当班長：懲戒免職済 
○以下をはじめ、利害関係、金品の授受等の程度に応じて厳正に処分 
  ・経理課補佐：海外を含む複数回のゴルフ    ・経理課 数回のゴルフ・多額の餞別 

調 達 関 係 
①決裁手続の厳格化                  ④随契審査委員会による事後審査と副大臣 
②事業担当課と経理課の役割分担の明確化         への事前報告（５００万円以上の随意契約）

③第三者（民間アドバイザー）も参画した        ⑤監査指導室の設置による内部監査の強化 
「社会保険庁調達委員会」               及び外部からの運営チェック（運営評議会）

○現在勤務している公益法人

に対し処分等の検討を要請 
 
 
 
○コンサルタント契約をしな

いよう徹底 
○社会保険事務局に契約審査

会を設置、本庁による監査

の強化 

金銭登録機 
 

国民年金の保険料徴収に用

いる携帯端末を㈱カワグチ

技研から１４年度に調達 
 
○国民年金の納付率の低下

や未納者カードの盗難な

どにより早期導入の必要

性 
 
○渡邉元課長（収賄容疑で公

判中）の経理課補佐への指

示により、１４年度導入・

業者選定・契約形態に影響

 
○㈱カワグチ技研から１４

年度内に調達することを

決定した結果、不適切な契

約形態（地方での随意契

約）等を生じさせた 

届出用紙等印刷システム 
 

届出用紙を両面印刷できるパ

ピアートを１１年度に㈱カワ

グチ技研から導入 
 

○担当班長（別件で懲戒免職

済）が上司の了解を得ず、

契約締結前に事業を計画し

ている旨の文書を㈱カワグ

チ技研に手交。また監修料

名目で２００万円を受領 
 

○システムの導入前後の業務

管理がなおざり 
・１１年度分の仕様書や官報

公示では需要を過大に提

示、これが背景となって１

３年度分の単価を引上げ 
・導入後も本庁から届出用紙

を交付し、また、使用状況

を把握せず 

図書購入及び印刷発注 
 
○過去５年間に㈱

企画から購入し

は９品目、印刷物

は１１品目 
 ・合計１１億７３

 
○図書等に係る監

いては、右欄追加

 
○印刷物のうち１品目につ

いては、渡邉元課

チネン企画に受

よう指示し、企画

作 

コンサルタント契約 

 
 ・コンサルタント料総額約

６１４０万円、１人あた

監修料に係る追加調査 
 
○過去５年間の㈱ニチネン

企画に係る監修料 
・約３２００万円 
 ・監修料の実態は前回調査

と同様 
 
○社会保険庁の監修料 
・各課の庶務担当者から経

理課予算班の担当者に預

けられ、各課の職員数に

応じて配分 
 

・課の統廃合に伴い職員同

士の助け合いの慣行を延

長したものだが、組織的

管理と言わざるを得ない 
 
・経理課予算班担当者が一

部を持出し 

○㈱カワグチ技研及び㈱ニチネン企画の役員から金品等を受領した者（１００名） 
①餞別金等：３６名 ②ゴルフ及び旅行：１４名 ③中元・歳暮：７９名 ④飲食 ４名 
（注）利害関係の有無については今後精査が必要 
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○過去５年間に㈱ニチネン

企画から図書等を購入し

た社会保険事務局：４１事

務局 
 ・合計９億１５００万円 
 

○社会保険事務局ＯＢのコ

ンサルタント契約者：１６

事務局、２６人 
長が㈱ニ

注させる

競争に工

り約１５０万円 
  
・コンサルタント契約者が

いる事務局の㈱ニチネ

ン企画からの年間平均

購入額は、いない事務局

の約１０倍 


